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出雲ケーブルビジョン JC-data を利用した地域コミュニティデータ放送サービスを開始！ 

～地域密着情報をデータ連携システム「とりこみ君」を使って自動表示～ 

 

出雲ケーブルビジョン株式会社（以下、ICV 所在地：島根県出雲市 代表取締役社長：今岡余一良）はジャパ

ンケーブルキャスト株式会社（以下、ケーブルキャスト、本社：東京都千代田区、代表取締役社長：相坂吉郎）が

提供するケーブルテレビ局向けデータ放送サービス「JC-data」（ジェイシー・データ）を利用しコミュニティチャン

ネルでのデータ放送サービスを平成 21 年 11 月 1 日より開始いたしましたのでお知らせいたします。 

 

ICV では地域サービスを強化するため、これまでコミュニティチャンネル内でテロップ放送を行っていた 

「おくやみ情報」を JC-data の新システム「とりこみ君」により取得し、データ放送で加入者がいつでも、好きな時

に閲覧できる形にしました。これにより加入者は放送時間外でも「おくやみ情報」を閲覧することが出来ます。 

さらに ICV ではこの「とりこみ君」を利用し、エリア内の出雲市、斐川町の情報や、休日当番医情報等をホー

ムページ等から取得し、データ放送で配信します。これにより、ホームページや携帯サイトが閲覧できなかった

加入者もテレビで気軽に地域情報を閲覧できるようになります。 

また、ICV では地域コミュニティコンテンツの他に、ゲームや「相田みつをの日めくりカレンダー」などを取り入

れ、ケーブルテレビ局や自治体からの情報発信に加え、視聴者の老若男女問わず、毎日楽しんでご覧いただ

けるデータ放送を目指します。 

 

 この度ご採用頂いた JC-data は、ケーブルテレビ局単独でのシステム構築に比べ、安価な投資と軽い運用

負担が可能な｢ＡＳＰ型データ放送サービス｣です。JC-data はケーブルテレビ局単独構築よりはるかに利便性、

拡張性に優れたサービスであり、自由度も高く、ケーブルキャストが構築したデータ放送センター側のアプリケ

ーションを使いこなす事により、単独システムでは億単位の投資が必要なコンテンツについても、安価かつ安

全に構築、運用する事が可能です。 

また今回、ICV がおくやみ情報、出雲市、斐川町の情報、及び休日当番医情報をデータ放送に表示するため

に採用した「とりこみ君」は、行政、地元新聞社等のホームページやメールマガジン、各種電子情報を簡単にデ

ータ放送変換し放送する JC-data の新システムです。従来は、情報提供元のシステムとデータ放送システム間

でデータ連携を行うために、情報提供元ごとに数百万単位でのソフトウェア開発費用が必要でしたが、「とりこ

み君」を利用することにより、開発費用は安価（当社比１０分の１程度）に抑えられ、且つデータ管理・監視業務

もケーブルキャストが一括して行う為、安心して運用する事が可能になります。 

 

JC-data サービスでは、ニュースやゲームをはじめとするコンテンツの充実や、センター配信を特徴とする地

域情報の全国発信、ケーブルテレビ局に新たな収益機会が生まれる様々なビジネスモデルの提案も高い評価

をいただいております。ケーブルキャストはJC-data において、ケーブル局毎に導入可能な各種コンテンツや、

ケーブル局の新しい収益モデルになるコンテンツ・アプリケーションを充実させるとともに、サービス品質の向上

を図ってまいります。 
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【参考 1 ICV データ放送 トップページ】 

 

 

【参考 2 ICV データ放送 おくやみ情報】 

 

 

 

（本件に関するお問い合わせ先）

ジャパン ケーブルキャスト㈱  データ放送事業部

電話 03-6900-2883 

URL: http://www.cablecast.co.jp

 


